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Introduction to “Robert Smithson and Nancy Holt Papers,1905-1987,



































「ロバート・スミッソン・アンド・ナンシー・ホルト・ぺーパーズ、1905 年 -1987 年 , 主に 1952
年 -1987 年」の全体像
　「ロバート・スミッソン・アンド・ナンシー・ホルト・ぺーパーズ、1905 年 -1987 年、主に
1952 年 -1987 年」（以下「ペーパーズ」と略す）は、ワシントンのスミソニアン・インスティテュー
ションに属するアーカイヴ・オブ・アメリカン・アート（以下「アーカイヴ」と略す）に所蔵され
ている。これは 1973 年に 35 歳でスミッソンが他界した後、未亡人のナンシー・ホルトが 1986
年に寄贈した資料を母体とし、それから 2011 年までの間ホルト自身による増補を加えて今日の姿








て以下のような 13 の系（Series〔以下 S と略す〕）に分けて編纂されている。
S1）伝記的資料、1905-1974 年（14 フォルダー、Box1）
S2）手紙　1959-1987 年（11 フォルダー、Boxes1-2）
S3）インタヴュー記録	1966 － 1973 年（11 フォルダー、Box2）
S4）著述物、1959-1975 年（1.1 フィート、Boxes2-3）
S5）プロジェクト・ファイル　1950 年頃 -1982 年（6.5 フィート、Boxes4-5、Boxes17-18、
OV20、OV	22-26、OV36、R28-30、RD32-35）




S10）アートワーク、1950 年代 -1970 年代頃（4フォルダー、Box11）
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S11）写真、1950 年代 -1970 年代頃（5フォルダー、Box11、Box18）
S12）人工物、1950 年代 -1970 年代頃（0.5 フィート、Box11、Box14、OV19）




Series 1：伝記的資料、1905-1974 年（14 フォルダー、Box1）
　S1 のフォルダー１（以下 F1 と表記）には、1972 年まで記載されたタイプ打ちの「履歴書」が
封入され、F２には 1952 年、つまり 14 歳の時の「私の好きなもの」という書き込み用紙片が入っ
ており、そこに「作家：レイモンド・ディットマス〔両生類学者〕」、「本：「海底二万里」〔ジュール・



















































ジニアと一緒に 56 丁目の「紅花」（64 年にニューヨークに出店した日本の鉄板焼き料理店）とある。
11 月 18 日には「トリップ　ジャッド」とあり、ジャッドとの小旅行である。同 29 日には「ドゥ
ワン、ワン・マン・パーティ」とある。ドゥワン画廊での最初の個展のオープニング・パーティだ。	
12 月 7 日には「ホイットニー、インスタレーション」とある。同館のアニュアル展への出品である。
自ら「自覚的なアーティストになった」とする 64 年から 2年経ち、スミッソンはニューヨークの
美術界を力強く歩んでいる。少し長くなったので、翌年以降もっと圧縮して見ていく。
　67 年の手帳はジャバラ状のマンスリーで、1日 1行形式のものだ。1月 4日に「ボブ・モリス、
ニュージャージー、トリップ」とある。ミニマル・アートを代表するアーティストの一人ロバート・













アル・アートの新鋭ジョゼフ・コススの名が現れる。12 月 11 日は「ドイツに出発」、「プロスペ
クト	68」への出品のためだ。








カタン半島への鏡旅行での出来事」）は書かれたようである。そして 6月 25 日は「ラブレディーズ、
N.J.	セラ＋フィリップ・グラス」とある、小旅行にはフィリップ・グラスも参加したことがあるよ
うだ。この後、グラスやスティーヴ・ライヒのコンサートにしばしば出かけている。23 日にはア
ンディ・ウォーホルの名もある。8 月の 20 日から 9 月一杯は英国、10 月前半はドイツ、中頃は
イタリアに滞在。11 月 20 日はヴァンクーヴァーへ。
　1970 年の手帳は、茶色いカバーの「Wilson	Jones	Company」の見開き１カ月である。1月 8日
「ヴァンクーヴァーより戻る」。16 日には「フィリップ・グラスのコンサート」。3月 5、6 日「ユタ、
サイト探し」とある。4月にはボブ・フィリップス（スパイラル・ジェティを実際に作った建設業










6 月 11 日と 16 日にあり、ニュージャージーにも一緒に行っている。6月 18 日と 24 日に「映像
制作」とある。7月の 9日には再びユタに出発し、翌日フィリップ・ライダーとジョン・コプラン
をスパイラル・ジェティに案内している。8月 11 日と 14 日に「映像編集」とある。9月には「シ
ネラボ」「カラ ・ーコレクション」。そして 10 月 31 日ドゥアン画廊で、スパイラル・ジェティのフィ
ルムをフィーチャーした個展「ユタ州グレートソルトレーク」オープニング。スミッソンが戦後ア
メリカ美術史に残るアーティストになった瞬間である。






　72 年も同じ「アット・ア・グランス」。3月 29 日に「ロズ・クラウス」の記入、美術批評家ロ





































Series 2 : 手紙　1959-1987 年（11 フォルダー、Boxes1-2）
　S2「手紙」は、2.1「家族、1959-1987」2.2「一般 1961-1984」2.3「弔辞	1973」の三つに分
けられている。
　2.1 の F15 には、スミッソンが 1961 年頃にローマからナンシ ・ーホルトにあてた手紙が２通入っ











　2.2 の F19~53 さらに Box2 の F1~41 には、ギャラリーとの実務的なやり取りの手紙や、1972

















Series 3: インタヴュー記録：1966 － 1973 年（11 フォルダー、Box2）
　Box2 の F47 ～ 57 には、スミッソンへのインタヴューをテキスト化した原稿が入っている。ほ




Series 4: 著作、1959-1975 年（1.1 フィート、Boxes2-3）
　S4 はスミッソン自身よる書き物を 4.1	(Box2	F58~72、Box3	F １~70)、他者がスミッソンにつ








れた A4 のタイプ打ち原稿が、第一稿 7 枚、第二稿 7 枚、第三稿 6 枚と収容されている。内容か






















































1966 年 3 月 31 日と日付が打たれている。前半部分は「対掌体の部屋の保管」の後半部にあたる。






ノートブック（表紙に「1970 年 1 月 10 日～ 9 月 19 日＋パセイックのモニュメント、初稿」と









































































































である。S10	「アートワーク、1950 年代 -1970 年代」はクリスマス・カードなど数点が入っている。














※今回、この「ロバート・スミッソン・アンド・ナンシー・ホルト・ぺーパーズ、1905 年 -1987 年、主に 1952 年 -1987 年」
を利用するにあたって、スミソニアン・インスティテューション付属アーカイヴ・オブ・アメリカン・アートのスタッフの方々
に大変お世話になった。紙面を借りて御礼申し上げる。
※本研究報告は 2015 年に愛知県立芸術大学の「学長特別研究費」による約 2ヶ月の米国滞在によって可能となったものである。
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